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アンジオテンシン変換酵素遺伝子は染色体17番の長腕に位置し，イントロン 16 に約300bp の挿入/欠失多型
( 1 nsertion: 1 / D eletion : D) が存在する。上述した203名の患者よりへパリン採血を行い採取した被検者末梢
血白血球よりフェノール法によって高分子DNAを抽出した。イントロン16をはさむ 2 種類のプライマー (5'-CT
GGAGACCACTCCCATCCTTTCT- 3' および 5 '-GATGT GG C C A T C A C A TTC GT C A 




(1) P C R により増幅された遺伝子断片は挿入/欠失の存在により，それぞれ190bp と 490bp のパントとして検出され




(3)検討した全群の心筋梗塞患者における ACE 遺伝子の DNA 欠失のホモ接合体 (DD型: 42%) は非心筋梗塞者
の DD 型頻度(16%) より有意に高値を示した (p<0.00005)。さらに DD 型のものがその他の遺伝子型( 1 D 型
+ 1 1 型)のものに比して心筋梗塞を発症する相対危険度をオッズ比として計算すると， 3.8であった。
(4)肥満 (BM 1 孟 26kg/rrO 及び高コレステロール血症(孟220mg/dl)を有さない低リスク群，及びこれらを二つ




















に高値 (P <0.00005) で，本遺伝子多型が日本人においても独立した遺伝的危険因子であることが明らかとなった。
さらに DD 型の者が心筋梗塞に擢患する相対危険度は他の遺伝子型の者に比べて3.8 と 欧州白人に比しでも高い値
を示し，白人と比べ肥満や血中コレステロール値の低い日本人においては遺伝的負荷の影響が強く現れることも示唆
された。
本研究は心筋梗塞の遺伝的疾患感受性の一部が人種・民族差を越えて，アンジオテンシン変換酵素遺伝子多型によ
り決定されていることを明らかにすると共に，我国の心筋梗塞の発症には欧州白人のそれに比して遺伝的背景がより
強く影響する特徴があることも明らかにした。さらに本研究は心筋梗塞の分子成因解明への手掛かりとなるばかりで
なく，心筋梗塞の発症前遺伝子診断への応用によって本症の予防治療にも役立つと考えられるO
これらの新知見と本研究の臨床的意義を考慮した結果，本研究は学位授与に値すると考えられる。
